さ いこう か めあて 

崔興哥 は 春風 楼を 目的に して 来た。 そこに は 彼の 往 

一 J ぼうぎょ 

こうと している 呉 防禦 と い う 富豪 の 家が あった。 少年 

せんとく ふ 

の 時、 父に 伴われて 宣徳府 へ 行った きりで、 十五 年間 

一 回 もこの 楊 州へ 帰った ことのない 興哥 は、 故郷と は 

いえ 未知の 土地へ 来たと 同じであった。 彼 は 人に 訊き 

訊きして、 もう 陽の 落ちる 頃、 やっと 呉 防禦の 家へ 著 

いた。 

表門 を 入って 中 門の 前へ 往 つたと ころで、 下男が 門 

を 締めようと していた。 興 哥は手 を あげて 下男 を 招い 

た。 

「わし は、 旅から 帰って きた 興哥じ や、 旦那 様に お 眼 



「おお、 興哥 さんか、 暫く 逢わない 間に、 立派な 男に 

なった、 さあ、 おあがり、 話したい ことが 山の ように 

ある」 

興哥は ほんとうの 父親に 逢 つたよう に 涙ぐまし い 心 

地に なって、 ちょっと 挨拶 をしながら 防禦に 随 いて 

往 つた。 次の 室に は 明るい 燈 があった。 二人 は その 燈 

を 中に して 向き あ つ た。 

「今、 何 か 御馳走が 出来る が、 それまで 話 をしょう、 

お父さん もお 母さん も、 皆 御 無事だろう」 

防禦 は 心持ちよ さそう に 顔 をに こに こさして 言った _ 

興哥は 淋しそう な 額 を 見せた。 
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